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1月 8日 はめ BS朝 日放映 「日本の城見聞録」の中で、船

場城西地区が紹介されました。これだけ詳しく同地区がテレビ

で放映されたのは初めてだと思います。

①米国町/原田光明堂

②濃人町/のこぎり街路

③籠野町/初井しづ枝生家

1月 23日 (上)生 野町まちづく

り団体の皆様へ当地域の案内や

意見交換を行いました。

2月 7日 (日)大 阪「枚方宿」、京

都大山崎「聴竹居」等へ参加者19

名にて研修旅行を行いました。

3月 6日 (日)楽 市に関し当日サ

ンテレヒ
'「
姫路の広場」の収録があ

り、3月 19日 に

【その他活動記録】
1/10、2/14「西国街道にしまち

や」でワークショップ「楽」を行い、

マップ打合せ、資料整理、ウォー

クの準備等の作業を行いました。

・ 1/25、 2/1、2/8、 2/16、2/22、

2/26、3/15、3/22「提案型協同事

業マップ作成」rこ関し、作成会社

「船場印刷」様との打合せを行

い、マップを創り上げました。

3月 13日 (日)提 案型協同事業で当会が企画し、出来上がったば

かりのマップを持つて、城前より約80名の参加者が、船場・城西・城南

地区の史跡、工芸店等を楽しみながら駅まで歩きました。

20,● 年 活mlt

◇船場御坊楽市の開催 (場所:船場本徳寺)

5月1日(日)、7月3日(日)、9月4日(日)

(船場城西の会HPス マホ用リンク・QRョード)→

12月 4日(日)開 催時間 朝9:t10～昼12:00

◇平成の寺子屋 「こども論語塾」

毎月第 1土 曜日 10:00～10:45船 場本徳寺内、自書院 参加費:200円

講師! 山崎みどり先生 (姫 路生まれ 姫路独協大 外国語学部教授 )

3/19サ ンテレビ
ド
「姫路の広場」の中で照会されました。

会費納入のお願い

平成 27年度の年会費(1000円)の納付をお願い致します。事務局、楽市受付、又は振込みで、
振込先/播州信用金庫 船場支店 (普)8977591特定非営利活動法人 歴史と出会えるまちづくり船場城西の会

会員白スタッフ募集 例 会を一度のぞいてみませんか(毎月第四金曜 1980～ /場所:竜野町 5T目 1こしまちや)



船場 ・城西―温撫細新 (番外福 店 峰神社)
今は修復された姫路城が注目されていますが、姫路はお城だけではなく、他にも多くの歴史が詰まった街です。

春になり、各地で祭事が行われるようになりましたが、残念ながら船場B城西地区には

大きな伝承祭事がありません。そこで今回は番外編として、産峰神社の神事を取り上げます。
シリーカ④ 鹿峰神社 御 回植祭、走馬式(祈穀祭)の伝承神事

姫路城の北にある康峰山の山頂に、城を見下ろすように康峰神社があります、このかわ
ら版が出版される4月に、ここで行われる伝承神事の御回植祭、走馬式を照会します。
康峰神社は奈良時代(733年】こ創建され、祭神は牛頭天王「ゴス

'テ
ンノウ」(素妻鳴専「スサノウ

ノミコト」)。 こ こから京都の八坂神社(869年 )に遷座したとされ、牛頭天工の総本山と言われ
ている神社です。

この神は農業神の一面もあり、毎年4月 3日に行われる御回棺祭は拝殿下に仮日を作り
菅笠(スケ丁サ)に着物姿の早乙女が回植えの所作をする神事。4月 18日 に走馬式口穂揃式
(祈穀祭)が行われます。 走 馬式は馬駆けで豊凶を占うもので、拝殿前を駆ける馬が速いと
豊作、遅いと凶作、落馬は大凶作と考えられ人々は目を凝らして見守つたといいます。

上記写真A・B口Cに は、おびただしい人が写つていますが、音はその年の米の豊凶は神
頼みの部分が多く、これらの行事には姫路地方だけに留まらず、近畿=中国一円から数千
人に及ぶ人々が参加していたといいます。

ただ戦後、組織的な農業となる等しだいに、その関心は薄れてきましたが、その祭事は写
真D口Eのように、市無形民族文化財として、今も毎年決まつた日(4/3、/18)に行われていま
す。

康峰神社には、上記の他に黒回官兵衛が戦国の世で地位の確立に影響したと言われ
る、同神社の持つ広域ネットワークがありました。これに関係した御師(おし)の御師屋敷が

現在でも2件が残る等、書の歴史がそのまま残っているところが多数あります。 これら康峰
神社についての歴史や史跡を通じて姫路の歴史の奥深さを感じることができます。

紙面作成:原 隆

写真A:御 田植祭

大正6年4月 3日

写真B、C:走 馬式

大正6年4月 18日

写真D:御 回植祭

平成28年 4月 3日

(お城の女=による早乙女)

写真E:走馬式

平成27年 4月 18日

L写真A、B、C:兵庫県歴史

博物館所蔵 高橋秀吉コレ

クションより


